
川口市 子ども・子育て支援に関するニーズ調査 

（小学生のお子さん用） 

【ニーズ調査ご協力のお願い】 

市民の皆様には、日頃から市政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り、誠にありが

とうございます。 

さて、平成２４年８月に「子ども・子育て関連３法」が成立し、平成２７年度より幼児期

の学校教育・保育、地域の子育て支援を総合的に推進する「子ども・子育て支援新制度」が

実施されることとなっています。 

「子ども・子育て支援新制度」は、急速な少子化の進行、家庭・地域を取り巻く環境の変

化に対応して、子どもや保護者に必要な支援を行い、一人ひとりの子どもが健やかに成長す

ることができる社会を実現することを目的としており、本市においては新制度の実施に向け

て、「川口市子ども・子育て支援事業計画」の策定を進めております。 

この事業計画には、教育・保育事業や子ども・子育て支援事業の提供体制などを定める必

要があることから、このたび、小学生（１～４年生）のお子さんから３，１００人を無作為

に選ばせていただき、「川口市子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を実施することと

いたしました。 

ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、本市におけるニーズを把握し、今後の事業計

画に反映させるための重要な調査となりますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力く

ださいますようお願い申し上げます。 

平成２５年１１月  川口市長 岡村 幸四郎 

【ニーズ調査と事業計画のイメージ】 
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（修正箇所を表記した調査票）



この調査票は、●●月●●日付「●●アンケート」が市役所学務課から送付されているご家庭に

も送付しております。内容が重複している箇所がございますが、本調査は「川口市子ども・子育て

支援事業計画」の策定における基礎調査となりますので、何卒ご協力の程よろしくお願い申し上げ

ます。 

【ニーズ調査にあたってのお願い】 

１ ニーズ調査票は、お子さんの保護者の方が、特にことわりのある場合を除き封筒のあて名

のお子さんについてご記入ください。 

２ ご回答は、選択肢（番号）に○をつけていただく場合と、  内に数字をご記入いただく

場合がございます。 

３ 質問によっては、回答が複数となる場合がありますのでご注意ください。 

４ 選択肢（番号）で「その他」をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体

的な内容をご記入ください。 

５ 数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、２４時間制（例：午後６時→１８時）でご

記入ください。 

６ 設問によってご回答をいただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きや矢印

に従ってご回答ください。特にことわりのない場合は次の設問へお進みください。 

７ ご記入が済みましたら、お手数ですが同封の返送用封筒に入れて、 

１２月●●日（●）まで にご投函ください。 

８ 調査に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 

※ニーズ調査票の取り扱いについて 

この調査は、事業計画の策定のみに利用させていただくもので、ご回答いただいた内容により、

回答者個人が特定されたり、施設や事業の利用の可否を決定したりすることはございません。 

川口市 福祉部 子育て支援課 庶務係 

電話：２５８－１１１２（直通） 

２５８－１１１０（代表）内線２６２１・２９１６
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あて名のお子さんとご家族について 

★問１ お住まいの地区はどちらですか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ 中央地区 本町１～４丁目、栄町１～３丁目、金山町、舟戸町、幸町１～３丁目、川口１～３丁目

２ 横曽根地区
川口４～６丁目、飯塚１～４丁目、西川口１～６丁目、仲町、飯原町、原町、宮町、南町

１～２丁目、緑町、並木元町、並木１～４丁目

３ 青木地区
青木１～５丁目、中青木１～５丁目、西青木１～５丁目、上青木西１～５丁目、上青木１

～６丁目、南前川１～２丁目、前上町、前川１～４丁目、前川町２～４丁目

４ 南平地区
朝日１～６丁目、末広１～３丁目、新井町、元郷１～６丁目、弥平１～４丁目、東領家１

～５丁目、領家１～５丁目

５ 新郷地区

大字赤井、大字東本郷、大字蓮沼、大字前野宿、大字東貝塚、大字大竹、大字峯、大字新

堀、大字榛松、赤井１～４丁目、江戸１～３丁目、江戸袋１～２丁目、本蓮１～４丁目、

東本郷１～２丁目、新堀町、榛松１～３丁目

６ 神根地区

大字安行領根岸、大字安行領在家、大字道合、大字神戸、大字木曽呂、大字東内野、大字

源左衛門新田、大字石神、大字赤芝新田、大字西新井宿、大字新井宿、大字赤山、在家町、

北園町、柳根町

７ 芝地区

大字芝、大字伊刈、大字小谷場、芝中田１～２丁目、芝新町、芝下１～３丁目、芝１～５

丁目、芝樋ノ爪１～２丁目、芝富士１～２丁目、芝園町、芝塚原１～２丁目、芝西１～２

丁目、柳崎１～５丁目、芝高木１～２丁目、芝宮根町、芝東町

８ 安行地区
大字安行原、大字安行領家、大字安行慈林、大字安行、大字安行吉岡、大字安行藤八、大

字安行吉蔵、大字安行北谷、大字安行小山、大字安行西立野、安行出羽１～５丁目

９ 戸塚地区

大字戸塚、大字西立野、大字長蔵新田、大字久左衛門新田、大字藤兵衛新田、大字行衛、

大字差間、東川口１～６丁目、北原台１～３丁目、戸塚１～６丁目、戸塚鋏町、戸塚境町、

戸塚東１～４丁目、差間１～３丁目、長蔵１～３丁目

１０ 鳩ヶ谷地区
坂下町１～４丁目、桜町１～６丁目、大字里、大字辻、鳩ヶ谷本町１～４丁目、大字前田、

鳩ヶ谷緑町１～２丁目、南鳩ヶ谷１～８丁目、八幡木１～３丁目、三ツ和１～３丁目 

★問２ あて名のお子さんの生年月を  内に数字でご記入ください。 

平成     年     月生まれ 

★問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係で、あてはまる番号

に１つだけ○をおつけください。 

１ 母親
→ 問４へ 

２ 父親

３ その他（           ） → 問５へ 

問３で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問５へお進みください） 

★問４ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけく

ださい。 

１ 配偶者がいる

２ 配偶者はいない

★問５ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係で、あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ 父母ともに 

２ 主に母親 

３ 主に父親

４ 主に祖父母 

５ その他（         ） 
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子どもの育ちをめぐる環境について 

☆問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている施設は何方はどなた（施設）です

か。お子さんからみた関係であてはまる番号に１つだけすべてに○をおつけください。 

１ 父母ともに 

２ 母親 

３ 父親 

４ 祖父母 

１５ 小学校 

２６ 放課後子ども教室 

３７ 留守家庭児童保育室（学童保育） 

４８ 児童センター 

５９ その他（              ） 

６ 特になし 

☆問７ あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をおつけくださ

い。 

１ 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２ 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３ 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４ 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５ いずれもいない 

☆問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人、もしくは場所はありま

すか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。「１」を選択された方については、あてはまる 

記号（ア～サシ）すべてに○をおつけください。 

１ いる（ある） 

ア 祖父母等の親族 

イ 友人や知人 

ウ 近所の人 

エ 小学校 

キオ 幼稚園放課後子ども教室

カ 保育所留守家庭児童保育室（学童保育）

エキ 子育て支援施設（地域子育て支援拠点、児童センター等）地域子育て支援拠点（親子

が集まって過ごしたり、相談をする場）や児童センター等の子育て支援施設・ＮＰＯ 

オク 保健所・保健センター 

クケ 民生委員・児童委員 

ケコ 医療機関 

コサ 自治体の子育て関連担当窓口 

サシ その他（          ）

２ いない（ない） 
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あて名のお子さんの保護者の就労状況について 

★問９ あて名のお子さんの「母親」の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。あては

まる番号に１つだけ○をおつけください。 

父子家庭の場合は、記入は不要ですので、問１０へお進みください。 

１ フルタイム（週５日・１日８時間程度）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２ フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

→ 問９－１へ 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）で就労しているが、産休・育

休・介護休業中である

→ 問９－２へ 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない
→ 問９－３へ 

問９で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１０へお進みください） 

○問９－１ 就労日数、就労時間（残業時間を含む）、家を出る時刻、帰宅時刻等について  内に数字でご記
入ください。 

※就労日数、就労時間等が一定でない場合は、もっとも多いパターンをご記入ください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 

※時刻については２４時間制でご記入ください。（例：帰宅時刻が午後６時の場合は１８時） 

１週あたり  日（１日あたり    時間） 家を出る時刻     時  帰宅時刻     時 

問９で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１０へお進みください） 

★問９－２ 就労日数、就労時間（残業時間を含む）、家を出る時刻、帰宅時刻等について  内に数字でご記
入ください。また、今後の就労希望について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

※就労日数、就労時間等が一定でない場合は、もっとも多いパターンをご記入ください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 

※時刻については２４時間制でご記入ください。（例：帰宅時刻が午後６時の場合は１８時） 

就労日数、就労時間等 

１週あたり  日（１日あたり    時間） 家を出る時刻     時  帰宅時刻     時 

今後の就労希望 

１ フルタイム（週５日・１日８時間程度）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）をやめて子育てや家事に専念したい

問９で「５」または「６」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１０へお進みください） 

★問９－３ 今後、就労したいという希望はありますか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

また、「２」または「４」を選択された方については、  内に数字でご記入ください。 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３ １年以内にフルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労したい 

４ １年以内にパートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）で就労したい 

        →１週あたり  日（１日あたり    時間） 
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★問１０ あて名のお子さんの「父親」の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。あて
はまる番号に１つだけ○をおつけください。 

母子家庭の場合は、記入は不要ですので、問１１へお進みください。 

１ フルタイム（週５日・１日８時間程度）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない 

２ フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

→ 問１０－１へ 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）で就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）で就労しているが、産休・育

休・介護休業中である

→ 問１０－２へ 

５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 

６ これまで就労したことがない
→ 問１０－３へ 

問１０で「１」または「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１１へお進みください） 

○問１０－１ 就労日数、就労時間（残業時間を含む）、家を出る時刻、帰宅時刻等について  内に数字でご
記入ください。 

※就労日数、就労時間等が一定でない場合は、もっとも多いパターンをご記入ください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 

※時刻については２４時間制でご記入ください。（例：帰宅時刻が午後６時の場合は１８時） 

１週あたり  日（１日あたり    時間） 家を出る時刻     時  帰宅時刻     時 

問１０で「３」または「４」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１１へお進みください） 

★問１０－２ 就労日数、就労時間（残業時間を含む）、家を出る時刻、帰宅時刻等について  内に数字でご
記入ください。また、今後の就労希望について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけくださ
い。 

※就労日数、就労時間等が一定でない場合は、もっとも多いパターンをご記入ください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 

※時刻については２４時間制でご記入ください。（例：帰宅時刻が午後６時の場合は１８時） 

就労日数、就労時間等 

１週あたり  日（１日あたり    時間） 家を出る時刻     時  帰宅時刻     時 

今後の就労希望 

１ フルタイム（週５日・１日８時間程度）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２ フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３ パート・アルバイト等（フルタイム以外）の就労を続けることを希望 

４ パート・アルバイト等（フルタイム以外）をやめて子育てや家事に専念したい

問１０で「５」または「６」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１１へお進みください） 

★問１０－３ 今後、就労したいという希望はありますか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。
また、「２」または「４」を選択された方については、  内に数字でご記入ください。 

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３ １年以内にフルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労したい 

４ １年以内にパートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）で就労したい 

        →１週あたり  日（１日あたり    時間） 
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留守家庭児童保育室(学童保育)の利用について 

あて名のお子さんが１～３年生の方にうかがいます。４年生の方は問１３へお進みください。 

★問１１ あて名のお子さんは現在、留守家庭児童保育室（学童保育）を利用していますか。あてはまる番号
に１つだけ○をおつけください。 

「留守家庭児童保育室」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子
どもに適正な遊び及び生活の場を提供するものです。 

平日：下校時から１８時３０分、土曜日：８時３０分から１８時３０分 

夏休みなどの長期休暇期間の平日：８時から１８時３０分 

保育料：7,000 円/月 

１ 利用している   → 問１１－１へ

２ 利用していない  → 問１１－２へ

問１１で「１」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１２へお進みください） 

★問１１－１ 平日と土曜日、夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中は、どれくらい利用していますか。それ
ぞれの利用状況について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

また、「２」を選択された方については、１週あたりの平均的な利用日数、最も多い利用時間帯
について  内に数字でご記入ください。 

※利用時間については２４時間制でご記入ください。（例：午後６時の場合は１８時） 

平日 

１ 利用していない 

２ 利用している  → １週あたりの利用日数   日 

 利用時間帯 下校時から    時    分まで 

土曜日 

１ 利用していない 

２ 利用している  → １週１ヶ月あたりの利用日数   日 

 利用時間帯 下校時から    時    分まで 

  夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中 

１ 利用していない 

２ 利用している  → １週あたりの利用日数   日 

 利用時間帯  下校時から    時    分 から     時    分まで 

問１１で「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１２へお進みください） 

○問１１-２ 利用していない理由は何ですか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

１ 現在就労していないから 

２ 就労しているが、留守家庭児童保育室を知らなかったから 

４ 就労しているが、留守家庭児童保育室の開所時間が短いから 

５ 就労しているが、利用料がかかるから 

６ 就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

７ 就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫と思うから 

８ 就労しているが、他の施設に預けているから 

９ その他（                                     ） 
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★問１２ あて名のお子さんについて、今後の留守家庭児童保育室（学童保育）の利用意向はありますか。平
日と土曜日、夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中について、あてはまる番号に１つだけ○をおつ
けください。 

また、「２」を選択された方については、１週あたりの希望する利用日数、希望する利用時間帯につ
いて  内に数字でご記入ください。 

※利用時間については２４時間制でご記入ください。（例：午後６時の場合は１８時） 

平日 

１ 利用する必要はない                     → 問１３へ

２ 利用したい     → １週あたりの利用日数   日    → 問１２－１へ

 希望する利用時間帯 下校時から    時    分まで 

土曜日 

１ 利用する必要はない                     → 問１３へ

２ 利用したい     → １週１ヶ月あたりの利用日数   日   → 問１２－１へ

 希望する利用時間帯 下校時から    時    分まで 

  夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中 

１ 利用する必要はない                     → 問１３へ

２ 利用したい     → １週あたりの利用日数   日    → 問１２－１へ

希望する利用時間帯 下校時から    時    分 から     時    分

まで 

問１２のいずれかで「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１３へお進みください） 

○問１２－１ 今後、留守家庭児童保育室（学童保育）を利用したいと考えている理由はどのようなことです
か。 

あてはまる番号すべてに○をおつけください。 

お子さんの身の回りの世話をしている方が 

１ 現在就労している 

２ 就労予定である／求職中である 

３ 家族・親族などを介護しなければならない 

４ 病気や障害を持っている 

５ 学生である／就学したい 

６ その他（                                     ）



7 

あて名のお子さんが４年生以上４～６年生になった時の放課後の過ごし方

について 

★問１３ あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了
後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週あたり日数を  内に数字でご記入くださ
い。「６」を選択された方については、現在の開室時間にとらわれずに利用を希望する時間帯を  内
に２４時間制で数字をご記入ください。（例：０９時から１８時まで） 

「放課後子ども教室」…地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポ
ーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。 

※現在の留守家庭児童保育室、ファミリー・サポート・センターの利用対象者は３年生までです
が、４年生以上も利用可能となった場合を想定してお答えください。 

１ 自宅  週   日くらい 

２ 祖父母宅や友人・知人宅  週   日くらい 

３ 習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
 週   日くらい 

４ 児童センター  週   日くらい 

５ 放課後子ども教室  週   日くらい 

６ 留守家庭児童保育室（学童保育） 

 週   日くらい 

  下校時から    時    分まで

→ 問１４へ 

７ ファミリー・サポート・センター  週   日くらい 

８ その他（公民館、公園など）  週   日くらい 

問１３で「６」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１５へお進みください） 

○問１４ あて名のお子さんについて、土曜日、夏休みや冬休みなどの長期の休暇期間中に、留守家庭児童保
育室（学童保育）の利用希望はありますか。 

あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。｢２｣を選択された方については、１週あたりの希
望する利用日数、希望する利用時間帯について  内に数字でご記入ください。 

※現在の留守家庭児童保育室の利用対象者は３年生までですが、４年生以上も利用可能となった
場合を想定してお答えください。 

※利用時間については２４時間制でご記入ください。（例：午後６時の場合は１８時） 

土曜日 

１ 利用する必要はない 

２ 利用したい     → １週１ヶ月あたりの利用日数   日 

 希望する利用時間帯     時    分 から下校時から    時    分まで 

  夏休みや冬休みなど長期の休暇期間中 

１ 利用する必要はない 

２ 利用したい     → １週あたりの利用日数   日 

 希望する利用時間帯     時    分 から     時    分まで 
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あて名のお子さんの病気の際の対応について 

★問１５ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはあります
か。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ あった   → 問１５－１へ

２ なかった  → 問１６へ

問１５で「１」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１５－２または問１６へお進みください） 

★問１５－１ あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかった場合に、この１年間に行っ
た対処方法としてあてはまる記号すべてに○をおつけください。 

また、それぞれの日数も  内に数字でご記入ください。 

※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 

１年間の対処方法 日数 

ア 父親が仕事を休んだ     日

イ 母親が仕事を休んだ     日

ウ （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった     日

エ 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた     日

オ 病児・病後児保育室を利用した     日

カ ベビーシッターを利用した     日

キ 緊急サポートセンターやファミリー・サポート・センター

（病気時を除く）による病児・病後児の預かりを利用した
    日

ク 仕方なく子どもだけで留守番をさせた     日

ケ その他（                     ）     日

問１５－１で「ア」～「エ」、「カ」～「ケ」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１６または問１５ 

－３へお進みください） 

★問１５－２ その際、「できれば病児・病後児保育室を利用したい」と思われましたか。あてはまる番号に１
つだけ○をおつけください。｢１｣を選択された方については、そう思った日数を  内に数字
でご記入ください。 

※病児・病後児保育室の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が
必要となります。〔利用料：2,000円〕 

１ できれば病児・病後児保育室を利用したかった（    日）  → 問１６へ

２ 利用したいとは思わなかった                 → 問１５－３へ 

問１５－２で「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１６へお進みください） 

○問１５－３ そう思われる理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。 

１ 病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２ 気軽にみてもらえる人がいる

２３ 地域の事業の質に不安がある

３４ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない

４５ 利用料がかかる・高い 

５６ 利用方法がわからない 

６７ 親が仕事を休んで対応する 

７８ その他（               ） 

→ 問１５－２へ 

→ 問１６へ 

→ 問１５－２へ 
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あて名のお子さんの一時預かり等の利用について 

★問１６ あて名のお子さんについて、私用、親の通院冠婚葬祭、不定期の就労等の目的で不定期に利用して
いる事業はありますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけ、１年間のおおよその利用日数を  内に数字でご記入ください。 

利用している事業 日数（年間）

１ ファミリー・サポート・センター     日

２ 緊急サポートセンター 

緊急時の送迎や病児・病後児の預かり、宿泊を伴う預

かりをする事業 

    日

３ 夜間預かり事業：トワイライトステイ 

ひとり親家庭等の児童を児童養護施設等において夜間

預かる事業 

    日

４ ベビーシッター     日

５ その他（                     ）     日

６ 利用していない     日

問１６で「６」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１７へお進みください） 

○問１６－１ 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をおつけください。 

１ 特に利用する必要がない

２ 利用したい事業が地域にない

３ 地域の事業の質に不安がある

４ 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

５ 利用料がかかる・高い

６ 利用方法利用料がわからない

７ 自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

８ 事業の利用方法（手続き等）がわからない

９ その他（                     ） 

★問１７ あて名のお子さんについて、私用、親の通院冠婚葬祭、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい
事業を利用する必要があると思いますか。 

利用希望の有無について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。「１」を選択された方に
ついては、利用したい日数の合計と目的別の内訳の日数を  内に数字でご記入ください。 

１ 利用したい  計    日 

ア 私用（買物、子ども（きょうだいを含む）や親

の習い事等）、リフレッシュ目的 
      日 

イ 冠婚葬祭、学校行事、子ども（きょうだいを含

む）や親の通院 等 
      日 

ウ 不定期の就労       日 

エ その他（                ）       日 

２ 利用する必要はない

→ 問１７へ 

→ 問１６－１へ 
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★問１８ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを
泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つからなかっ
た場合も含みます。） 

有無について、あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。「１」を選択された方については、
この１年間の対処方法ごとに日数を  内に数字でご記入ください。 

１年間の対処方法 日数 

１ あった 
ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらっ

た 
    泊

イ 短期入所生活援助事業（ショートステイ）

を利用した（児童養護施設等で一定期間、

子どもを保護する事業）

    泊

ウ イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビ

ーシッター等）を利用した
    泊

エ 子どもを同行させた     泊

カ その他（             ）     泊

２ なかった  

問１８で「１→ア」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問１９へお進みください） 

○問１８－１ その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ 非常に困難 

２ どちらかというと困難 

３ 特に困難ではない 

→ 問１９へ 

→ 問１８－１へ
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子育て全般について 

◎問１９ 子育てに関して、日頃悩んでいること、または気になることはどのようなことですか。（ア）～（ヌ）
のそれぞれについて、「１」「２」「３」のうちから、もっとも近い答えの番号に１つだけ○をおつけ
ください。 

とても 

気になる

やや 

気になる

特に気に

ならない

（ア）病気や発育・発達に関すること １ ２ ３ 

（イ）食事や栄養に関すること １ ２ ３ 

（ウ）育児の方法がよくわからないこと １ ２ ３ 

（エ）子どもとの接し方に自信が持てないこと １ ２ ３ 

（オ）子どもとの時間を十分に取れないこと １ ２ ３ 

（カ）話し相手や相談相手がいないこと １ ２ ３ 

（キ）仕事や自分のやりたいことが十分できないこと １ ２ ３ 

（ク）子どもの教育に関すること １ ２ ３ 

（ケ）友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること １ ２ ３ 

（コ）登園拒否、不登校などの問題について １ ２ ３ 

（サ）配偶者・パートナーが仕事で忙しいために子育てへの協力

が少ないこと 
１ ２ ３ 

（シ）配偶者・パートナーがその他の理由で（あるいは特に理由

はないが）子育てへの協力が少ないこと 
１ ２ ３ 

（ス）配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと １ ２ ３ 

（セ）自分の子育てについて、周囲のみる目が気になること １ ２ ３ 

（ソ）配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がい

ないこと 
１ ２ ３ 

（タ）子どもをしかりすぎているような気がすること １ ２ ３ 

（チ）子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世

話をしなかったりしてしまうこと 
１ ２ ３ 

（ツ）地域の子育て支援サービスの内容や利用方法がよくわから

ないこと 
１ ２ ３ 

（テ）子どもの教育費が不足しがちなこと １ ２ ３ 

（ト）子どもの医療費が不足しがちなこと １ ２ ３ 

（ナ）子どもの養育費（教育費・医療費以外）が不足しがちなこ

と 
１ ２ ３ 

（ニ）父親か母親のどちらかがいないこと １ ２ ３ 

（ヌ）その他（                ） １ ２ ３ 
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◎問２０ 子育てに関する情報を誰から、または何から入手していますか。あてはまる番号すべてに○をおつ
けください。 

１ 親族（親、きょうだいなど）

２ 隣近所の人、知人、友人

３ 子育てサークルの仲間

４ 認可保育所、幼稚園、学校 

５ 地域子育て支援拠点 

６ 医療機関 

５７ 市役所などの公共機関の窓口

６８ 川口市子育てガイドブック 

７９ 市の広報やパンフレット 

８１０ テレビ、ラジオ、新聞

９１１ 子育て雑誌・育児書

１０１２ かわぐち子育て情報メールマガジン

１１１３ インターネット

１２１４ コミュニティー誌

１３１５ その他（              ） 

１４１６ 情報の入手先がわからない

◎問２１ お子さんが高熱を出すなどの急病で、すぐにみてくれる医療機関が見つからず困ったことがありま
すか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ ある   → 問２１－１へ 

２ ない   → 問２２へ 

問２１で「１」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問２２へお進みください） 

◎問２１－１ 医療機関が見つからず困った際、具体的にどのように対処しましたか。あてはまる番号すべて
に○をおつけください。 

１ ＃８０００番（埼玉県小児救急電話相談）を利用した 

２ 子育て応急ダイヤルかわぐちを利用した 

３ 子育て応急ダイヤルかわぐちインターネット版を利用した 

４ 社団法人公益社団法人日本小児科学会・こどもの救急（インターネット）を利用した 

５ そのまま様子をみた 

６ その他（                                     ） 

◎問２２ お子さんにかかりつけ医はいますか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ いる   → 問２３へ 

２ いない  → 問２２－１へ 

問２２で「２」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問２３へお進みください） 

◎問２２－１ 現在いない理由はどのようなことですか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ 地域の医療機関（病院・医院・診療所）を知らない 

２ 利用したい医療機関（病院・医院・診療所）が地域にない 

３ 地域の医療サービスに不安がある 

４ 大病院の医療サービスを受けたい 

５ かかりつけ医の必要性を感じない 

６ その他（                                  ） 
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◎問２３ 児童虐待を知っていますか。あてはまる番号に１つだけ○をおつけください。 

１ 知っている   → 問２３－１へ 

２ 知らない    → 問２４へ 

問２３で「１」に○をつけた方にうかがいます。（記入後は、問２４へお進みください） 

◎問２３２３－１ 児童虐待について知っていることは何ですか。あてはまる番号すべてに○をおつけくださ
い。 

１ 「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）にもとづき、児童虐待を受けたと思われ

る児童を発見した者は、速やかに通告する義務があること 

２ 具体的な通告先 

３ 家庭で児童虐待と思われることが起きた場合に関する相談できる機関窓口

４ その他（                                     ） 

５ 児童虐待についての知識がない 

○問２４ お住まいの地区における子育ての環境や支援への満足度について、あてはまる番号に１つだけ○を
おつけください。 

満足度が低い 満足度が高い 

１ ２ ３ ４ ５ 

☆問２５ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由
にご記入ください。 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 


